






ʮڭ育実ફڀݚจूʯୈ��߸のൃץにͤدて

ެӹஂࡒ๏ਓ ຊ教ҭެһࡁ߂ձઍ༿ࢧ෦

େ　　　࢘

教৬һのօ༷にɺࠒΑΓʢެࡒʣຊ教ҭެһࡁ߂ձઍ༿ࢧ෦ʢઍ༿教߂ʣのॾۀࣄにਂ͍͝ཧղ
ͱ͝ࢧԉを͍͍ͨͩて͓Γ·す͜ͱにɺ৺ΑΓँײਃし上͛·すɻ·ͨɺଟ͘のํに教߂のझࢫに͝ࢍ
ಉ͍͖ͨͩɺʮ教߂อݥʯに͝Ճೖ͍ͨͩ͘͜ͱͰ教ҭৼۀࣄڵを͡めͱするࢧ෦のॾ͕ۀࣄ実ࢪͰ
͖て͓Γ·す͜ͱɺॏͶてྱޚをਃし上͛·すɻ

͞てɺࢧ෦のʮ教ҭ実践ڀݚจʯื ू̍̓̒̕ʢত̑̍ʣにελʔτしɺຊͰ̐̓ճ
をܴ͑·しͨɻ
ʮ教ҭ実践ڀݚจʯื のେ͖ͳபのҰͭͰ͋Γɺͦۀࣄڵ෦の教ҭৼࢧɺۀࣄू のతɺࣇಐੜ

ెの教ҭɾਓͱしてのにدΓఴ͍ɺྗͱݚᮎを੯し·ͳ͍教৬һの教ҭ実践ͱڀݚҙཉをྭす
る͜ͱに͋Γ·すɻͦ してɺͦ のதͰ݈͔にして͍͘子どもͨͪの࢟ɺʮ࠷ऴडӹऀ子どもͨ
ͪʯͱ͍͏ͪͨࢲ教߂ɾઍ༿教߂のཧ೦の۩ݱԽにもͭͳ͕ͬて͍るものͱ͑ߟて͓Γ·すɻ

ྩ̎の໌͚ૣʑ͔Β͘৽ܕコロナΠϧεのӨڹをड͚·し͕ͨɺײછऀ͕͍ͳ͘ͳͬͨΘ
͚Ͱͳ͍もののɺଟ͘の໘ͰৗをऔΓしͨΑ͏に͡ײ·すɻ͜ のؒ学校Ͱɺ͜ Ε·Ͱݧܦしͨ
͜ͱのͳ͍ঢ়گのରԠにଟをۃめͨͱ͍ࢥ·す͕ɺࠔͳঢ়گのதͰもࣇಐੜెにدΓఴ͍ɺͰ͖
る͜ͱͳ͍͔ͱܙをͨͬߜ教৬һのνϟϨϯδ͔Βɺଟ͘のすΒし͍実践͕ੜ·ΕͨのͰͳ͍
͔ͱ͍ࢥ·すɻ教߂の教ҭ実践ڀݚจɺ子どもͨͪ学校ɺҬの実ଶにଈしɺٻめるࣇಐੜ ɾె学
校ɾ教৬һの࢟にഭΖ͏ͱする実践のத͔Βੜ·ΕͨݟͰ͋る͜ͱにେ͖ͳՁ͕͋るͱ৴͡て͍·
すɻ

ຊ̍̐ܭ߹ਓɾάϧʔϓ෦̎̏ຊɺݸもɺʑの教ҭ実践を·ͱめて͍͖ͨͩɺ学校෦̍̔ຊɺࠓ
のԠืを͍͖ͨͩ·しͨɻ校छͰɺ༮ஓԂɾ͜ どもԂ̍ຊɺ小学校̎̓ຊɺத学校̔ຊߴɺ 学校̏ຊɺಛ
ผࢧԉ学校̎ຊͱͳͬて͓Γɺすての校छ͔ΒԠื͕͋Γ·しͨɻ

の௨ΓͰすɻೖ͞Εͨօ༷に৺ΑΓ͓ॕ͍をਃしܝճೖ͞Εͨํʑผࠓਖ਼ͳ৹ࠪの݁Ռɺݫ
上͛·すɻ·ͨɺࠓճೖ͞Εͳ͔ͬͨօ༷に͓͔Ε·してもɺҾ͖ଓ͖ڀݚをਂめΒΕɺͦ のՌを
ʑの実践に͔׆して͍͖͍ͨͩͨͱ͍ࢥ·すɻ

のઌੜݝすɻ·͍ࢥͱ໋ͩをੜ͖ൈ͘子どもͨͪをҭΉ͜ͱ教ҭにؔΘるऀすてのلੈ̍̎
ํ͕ɺຊ子に͞ࡌܝΕͨ実践ڀݚのՌをʑの教ҭに立てて͍͚ͨͩΕɺ͜ のۀࣄେ͖ͳ
Ռを上͛る͜ͱにͳΓɺࢧ෦ͱして͜Εにউるتͼ͋Γ·ͤΜɻ

ઍ༿教߂ɺޙࠓもۀࣄのॆ実をਤΓɺࣇಐੜెの学ͼす͍ͮ͘ڥΓ学校教ҭのࢧԉͳどɺʮ࠷
ऴडӹऀ子どもͨͪʯͱ͍͏教߂のཧ೦のもͱɺ教ҭৼۀࣄڵのॆ実にਚྗして·͍Γ·すɻޙࠓ
もɺଟ͘の教৬һのօ༷にʮ教߂ձһʯにͳͬて͍͖ͨͩɺҾ͖ଓ͖͝ࢧԉを͍͖ͨͩ·すΑ͏͓͍ئਃ
し上͛·すɻ

චͳ͕Βɺ͜ のؒɺ৹ࠪҕһͱして͝ࢦಋを͍͍ͨͩͨઍ༿ݝ૯߹教ҭηϯλʔॴమҪमҰ༷
を͡め֤৹ࠪҕһのઌੜํɺ͞ Βにจを͓͍͍ͨͩͨͤدすてのํにँײをਃし上͛·してɺ
ͱͤ͞て͍͖ͨͩ·すɻࡰ಄のѫר

෦  ࢧ
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৹ࠪҕһ　ઍ༿ݝ૯߹教ҭηϯλʔ

持続可能な社会の創り手の育成と
　　　　　ウェルビーイングの実現に向けて

鉄　井　修　一ॴ 

ɼ໌ࠓ ੜして͔Β���ͱ͍͏અのをܴ͕͑ݝͱ͕߹ซしɼઍ༿ݝߋͱݝにҹᏞ࣏̒
て͍·すɻઍ༿ݝの͜Ε·ͰのาΈをৼΓฦΓɼ子ͪͨڙにもྺ࢙ҬのັྗをͬてもΒ͍ɼকདྷの
ઍ༿ݝの࢟を͍ࢥඳ͍て΄し͍ͱ͍͏͜ͱͰɼ教ҭݱに͓͍て༷ʑͳ教ҭ׆ಈ͕ల։͞Εɼݝ
֤Ͱه೦ࣄߦも։͞࠵Εて͍·すɻटݍにҐஔしɼࣗ વڥにもܙ·Εͨ͜のઍ༿ݝͰɼ;る͞ͱ
のѪணをਂめɼのͼ͔にͨ͘·し͘ɼ子ͪͨڙҰਓҰਓ͕ੜ͖るྗをҭΜͰ͍͚るΑ͏ɼ学校ɼՈఉɼ
Ҭ͕ྗを߹Θͤてɼ͜ Ε·ͰҎ上にڠಇしてऔΓΜͰ͍͘͜ͱେਓの໋Ͱすɻ

Ұํɼ̏ にΘͨる৽ܕコロナΠϧεײછのରԠに͋ͨΓ֤学校Ͱɼอऀޢのཧղྗڠを
ಘͳ͕Βɼײછ֦େࢭͱ学ͼのܧଓの྆立にめて͍·すɻ̍ ਓ̍の׆༻ΦϯϥΠϯにΑる
学शɼ࣌代のٻめるऔͱしてɼ͞ Βͳるਪਐ͕ඞཁͩͱ͑ߟ·すɻ子ͪͨڙをऔΓੈ͘רքɼ
কདྷの༧ଌ͕ࠔͳ࣌代をΉ͔͑ɼ͜ Ε͔Β͞Βにଟ༷ԽɾෳࡶԽして͍͖·すɻ����·Ͱのੈքの
をʣʯࢱͱ߁Ͱ͋る4%(Tの��߲のҰͭにʮ(PPE　)FBMUI　BOE　8FMM�#FJOHʢすてのਓに݈ࢦಈߦ
にͤํ͕ڙ代に૬Ԡし͍学校ͮ͘Γの͋Γํͱしてɼʠ教һɾ子࣌ΒΕɼจ෦Պ学ল৽し͍͛ܝ͕
ઃをするͱఏএして͍·すɻࢪるʡΣϧϏʔΠϯάͳ学校͡ײ

͜͏しͨ৽ͨͳ࣌代のཁͱ༧ଌࠔͳঢ়͕͋گるதɼࠓɼ学校෦に��ɼݸਓɾάϧʔϓ
෦に��ɼڀݚ実践จのԠื͕͋Γ·しͨɻݫし͍ݱঢ়のதͰもɼ子ͪͨڙの学ͼのロʔϧϞσϧͱ
ͳる࢟をࢦしɼܭըతɼܧଓతにऔを実践しɼจͱして·ͱめɼԠื͍͍ͨͩͨ学校ઌੜํの
ҙにɼ͋ Βͨめてँײਃし上͛·すɻ

ඪのࢦɾઍ༿市教һҭݝఆ͞Εͨઍ༿ࡦに͔͚てվగɾࠓ͔Βࡢのจのதにɼࠓ
৽ͨͳபͱͳるʮಛผͳྀࢧԉをඞཁͱする子ڙのରԠʯʮ̞̘̩ใɾ教ҭσʔλの
ར׆༻ʯにؔΘるऔ͕ଟݟΒΕ·しͨɻ·ͨɺ4%(Tಓಙ教ҭのݱ代తͳ՝χʔζに
めしɼਓతɾతମ੍を֬อしͳ͕ΒɼͭݟɼҬ学校の実ɾಛ৭ɾ՝をڀݚతにऔΓΜͩۃੵ
ΧϦΩϡϥϜϚωδϝϯτをॆ実ͤ͞て͍͘ڀݚͳどɼʮࢲの学校ͰɼどのΑ͏に教ҭޮՌをߴめるの
͔ʯͱ͍͏͜ͱをಡऀに۩ମతにͤ͑͞ߟる実践͕ଟ͋͘Γ·しͨɻ学校෦ɾݸਓ෦ͱもにɼৗ
の実践をج൫ͱしɺʮ学ͼଓ͚る教ஂूࢣʯͱどΜͳものͳの͔をࣔࠦして͍͍ͨͩͨ͜ͱにɼਂ ͘
のにͭͳ͕るҙٛ͋るͪͨڙऴతに子࠷༗して͍͘͜ͱɼڞ͘ୈͰすɻՌを࣍をड͚ͨײ
ձをଊ͑実践ػ͔Βɼࢹのͨめにʯͱ͍͏ͪͨڙͱも֤学校ઌੜํにɼʮ教৬һ子ޙࠓΈͰすɻࢼ
にࠜࠩしͨૉΒし͍ڀݚをԠืして͍ͨͩ͘͜ͱをظ͍ͨし·すɻ

݁ͼにɼ教ҭ実践จをืू͞Ε·しͨެӹஂࡒ๏ਓຊ教ҭެһࡁ߂ձઍ༿ࢧ෦༷の͖にΘͨる
औにܟҙをදするͱͱもにɼ͜ ΕΒのจのීٴにΑΓɼଟ͘の学校ઌੜํ͕จूをखにऔΓɼ
実践して͍͘͜ͱ͕ɼ教һɾ子ڙํ͕ͤに͡ײるΣϧϏʔΠϯάにͭͳ͕る͜ͱをف೦して
͍͋͞ ʢͭߨධʣͱͤ͞て͍͖ͨͩ·すɻ
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৹　ࠪ　ҕ　һ
৹ࠪ෦

ʢܟশུʣ

৹ࠪҕһ
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৹ ࠪ ҕ һ
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৹ ࠪ ҕ һ
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ླ  　 ݡ Ұ
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ञ Ҫ 　 ণ ࢙

ࠜ  　 達 

 ᬒ 　 ۉ

学校෦

ਓ෦ݸ

ਓ෦ݸ

ਓ෦ݸ

学校෦

学校෦

学校෦
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ʕ 　　࣍　ʕ

͋ ͍ ͞ ͭ
　ެӹஂࡒ๏ਓ ຊ教ҭެһࡁ߂ձઍ༿ࢧ෦ ࢧ෦ େ　࢘
　৹ࠪҕһ ઍ༿ݝ૯߹教ҭηϯλʔ ॴ మҪ　मҰ　

ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ

৹ ࠪ ҕ һ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ

ʬ࠷ ༏ ल ʭ
学校部門

学ྗ上をࢦしͨ̏؍の̍̑のํࡦ
～ͱՈఉ学शのਪਐ༺׆ͼ̞̘̩ٴ上ͱಇ͖ํվֵಋྗࢦ～

দށ市立ߴ小学校　校　小ྛ　Ұ ʜʜ �

ʬ༏ ल ʭ
学校部門

教͕ࢣओମతに学ͼ߹͍ɺ達ײをຯΘ͑る校ݚमのࡏΓํ
～̞̘̩を׆༻しͨतۀվળに͚ͨ৫తͳऔ～

߳औ市立小ݟ川தԝ小学校　校　ౡੴ　࣏ߞ ʜʜ ��

める学校ͮ͘Γ࢝Β͔༺׆ͼ教ҭσʔλのརٴ̩̘̞
～教৬һのಇ͖ํվֵͱͱもにਐめͨʮ͍͡めೝγεςϜʯのޮՌతӡ༻～

ܓ　小学校　校　େ市立ࢁ ʜʜ ��

個人・グループ部門
తোの͋るੜెの教Պ学शのॆ実に͚ͨ֎෦ਓ׆ࡐ༻のऔΓΈ

～ཧՊ教ҭʢ気ʣに͓͚る教ࢣのઐੑ上ͱ
　　　　　　　　　　　　ओମతɾରతͰਂ͍学ͼの͋るतͮ͘ۀΓ～

�

�

ઍ༿ݝ立౦ᷤのಛผࢧԉ学校　ओװ教諭　Ҫ上　ΈどΓ ʜʜ ��

個人・グループ部門
վળۀしͨतࢦಋに͓͚るʮओମతɾରతͰਂ͍学ͼʯをࢦのମҭࣇମෆࣗ༝ࢶ

～ʮ४ͣる教ҭ՝ఔʯのं͍すϥάϏʔのतۀ実践を௨して～
ઍ༿ݝ立ધڮՆݟಛผࢧԉ学校　教諭　上　ޫ࡞ ʜʜ ��

શ校ࣇಐͱަྲྀをしͨతোಛผࢧԉ学ڃにΑる川上小༣ศ׆ہಈ
～コロナ禍の子ども達を元気にする実践をめざして～

八街市立川上小学校　教諭　上代　繁 ʜʜ ��
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ʬ༏ ྑ ʭ
学校部門

学校教ҭඪの実ݱに͚ͨΧϦΩϡϥϜɾϚωδϝϯτ
～૯߹తͳ学शのؒ࣌をத֩ͱしͨΧϦΩϡϥϜɾσβΠϯͱͦのධՁ～

ా市立༄小学校　校　ԕ౻　ܙඒ子 ʜʜ ��

学校教ҭ׆ಈશମͰ͓͜ͳ͏ʮࣗΒ͑ߟるਓݖ教ҭʯ
～ʮଟ༷ੑをೝめ߹͑るԺ͔ͳ教ҭͮ͘ڥΓʯをࢦして～

市川市立ୈ࢛த学校　校　৽෦　ૢ ʜʜ ��

ʮ͑ߟɼٞするಓಙʯの実ݱに͚ͨಓಙՊのڀݚ
～ੜె͕ओମతにऔΓも͏ͱするतۀのॆ実をࢦして～

　٢ా　த学校　校॓ޚொ立॓ޚ ʜʜ ��

個人・グループ部門
ࣗଞをೝめɺڞにੜ͖るࣾձをめざして

～ଟ༷ͳੑに͍ͭてɺ教৬һੜెのཧղをਂめるͨめのख立てを͑ߟる～
౦ۚ市立த学校　ཆޢ教諭　ยԬ　໌子

Տߒ
市川ಙ
େ༑لɾഡึࢻݪɾ੨ࡊఠ
Ԭ　ହࡾɾத川ਖ਼ҰɾଜҪ༟子
ୌޱɾদҪ߁࿕
　ʑ๎子ࠤ

ʜʜ ��

ҰਓҰਓの教ҭతχʔζにԠͨ͡ࢦಋɾࢧԉのਪਐͱମ੍ͮ͘Γ
～௨ৗの学ڃに͓͚るɺ学ͼに͕͘͞ݪҼのࢉܭにͭ·͖͕ͣ͋るࣇಐにରしɺͭ·͖ͣのݪҼをѲしɺݸの
　χʔζに߹ͬͨ学ͼしを௨してͭ·͖ͣをղফするͱͱもにঢ়گにԠ͡てదͳब学ࢦಋに݁ͼ͚るऔ～

ҹ市立ຊ೮小学校　教諭　ௗւ　ກඒ ʜʜ ��

ੜ̖̞をར༻しͨใϞϥϧɾใϦςϥγʔ教ҭ
ઍ༿ݝ立Ұٶߴۀ学校　教諭　小　ᠳฏ ʜʜ ��

学校にѪணͱތΓをもͭࣇಐをҭてる
～̍̑̌पه೦す͝Ζ͘の࡞を௨して～

ദ市立खլ౦小学校　教諭　ށ　ಸֆ ʜʜ ��

ਐΜͰ学शする子どものҭをめざして
～子どもに学शྗをʂ 教ࢣにतྗۀをʂ ʮؗ小ϞσϧʯͰのऔ～

ਖ਼　࡞小学校　校　ਆࢁ市立ؗࢁؗ ʜʜ ��

ର̩̟̤ܕのػをੜ͔しͨ校ݚमମ੍のࡏΓํ
～ಓಙՊσβΠϯγʔτɺݚؒ࣌मのఆྫԽを௨して～

Ѵ市立ׁׯ小学校　校　Ճ౻　༝ඒ子 ʜʜ ��

校　　
教　　಄
教　　諭

ӫཆ教諭
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学ྗ上ϓϥϯʮদέଚक़ʯのਪਐ
～৺๛͔Ͱҙཉతに学ͼɺ৺ͱもにͨ͘·し͍ੜెのҭをࢦして～

ઍ༿市立দέٰத学校　校　ҏ౻　๕ਔ ʜʜ ��

個人・グループ部門
ҬのΑ͞՝に気͖ͮɺΑΓΑ͍ະདྷをΓग़して͍͚るࣇಐのҭ

～ʮ市ຽָ͕しめるחέ୩ελδΞϜʯをܭըɾఏҊする実践を௨して～
३ฏ　ٶέ୩市立෦小学校　教諭　ຊח ʜʜ ��

த学校Ͱのࣗดɾॹোಛผࢧԉ学ڃに͓͚るʮ๙めるʯʮೝめるʯ͜ͱの༗༻ੑ
～ʮຊҰ๙めͪ͗るಛผࢧԉ学ڃʯをࢦして～

ദ市立ాதத学校　教諭　Ӭ　पฏ ʜʜ ���

ʢӜ҆市立ೖધத学校のʣੜె͕ࣗΒ学ͼɺࣗߠݾఆײɾࣗݾ༗༻ײをߴめる実践
～ࣗଚײ͕ਂ·るࢦಋのࡏΓํ～

Ӝ҆市立෦小学校　校　ᖒ　݈ೋ ʜʜ ���

ʬՂ　࡞ʭ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ���

ʬ ྭ ʭ
学校部門

ࢱ教ҭを֩ͱしͨҬ࿈ܞͱ教ҭのฏৗԽ͚ての実践
～ओମతにऔΓΈɺߟࢥしදݱしΑ͏ͱするࣇಐのҭをࢦして～

Ѵ市立த小学校　校　ே　ਅ༝ඒ ʜʜ ��

ʮओମతに学Ϳࣗ立しͨ学शऀʯをҭてるཧՊ教ҭのΞϓロʔν
～ϦεΩϦϯάを௨して教ࣗࢣもʮΞΫςΟϒɾϥʔナʔʯ～

ઍ༿市ཧՊ教ҭʮΞϧςϛεのձʯ代ද　ઍ༿市立川ށ小学校　校　ڮࡾ　ษ ʜʜ ��
ઍ༿市立େ小学校　教諭　ࠀࢁ
ઍ༿市立小୩小学校　教諭　ฏాହ೭
ઍ༿市立ொ小学校　教諭　ຽ෦ా ޛ
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《優秀賞࠷》 学校部門

学ྗ上をࢦした؍�ͷ��ͷํࡦ
ͼᶗ̘5ٴ上ͱಇ͖ํվֵಋྗࢦ～ ～ͱՈఉ学शのਪਐ༺׆

小  ྛ 　   Ұ校
দށ市立ߴ小学校
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《優秀賞࠷》 個人・グループ部門

知的障害ͷ͋るੜెͷڭՊ学शͷॆ࣮に͚た֎部人ࡐ活༻ͷऔΓΈ
～ཧՊ教ҭ	気
に͓͚る教ࢣのઐੑ上ͱओମతɾରతͰਂ͍学ͼの͋るतͮ͘ۀ Γ～

ઍ༿ݝ立౦ᷤのಛผࢧԉ学校
Ҫ  上 　ΈどΓओװ教諭
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《優秀賞》 学校部門

ΓํࡏमͷݚをຯΘ͑る校ײओମ的に学ͼ߹͍ɺୡ͕ࢣڭ
～ᶗ̘5を׆༻しͨतۀվળに͚ͨ৫తͳऔ～

ౡ  ੴ 　 ߞ 校࣏ 
߳औ市立小ݟ川தԝ小学校
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《優秀賞》 学校部門

ᶗ̘ Ίる学校ͮ࢝ҭσーλͷར活༻͔Βڭͼٴ5 Γ͘
～教৬һのಇ͖ ํվ ͱֵͱもにਐめ ʮ͍ͨ͡ めೝγεςϜʯのޮՌతӡ༻～

େ  校ܓ 
小学校市立ࢁ
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《優秀賞》 個人・グループ部門

վળۀしたतࢦಋに͓͚るʮओମ的・ର的Ͱਂ͍学ͼʯをࢦମෆࣗ༝児ͷମҭࢶ
～ʮ४ͣる教ҭ՝ఔʯのं͍すϥάϏʔのतۀ実践を௨して～

上  　 ޫ 教諭࡞
ઍ༿ݝ立ધڮՆݟಛผࢧԉ学校

ᶗ　はじめに

ຊ校は、ฏ成２݄̓̐に開ઃした肢体不自由教育

を行う特別支援学校である。千葉県立ધڮ特別支援学

校から中学෦と高෦を分するܗで開校し、今

で̕ 目をܴえる。教育課ఔを४ͣる課ఔ（̖課ఔ）、

知的ସの教育課ఔ（̗課ఔ）、自立活動主の教育課ఔ

（̘課ఔ）の̏つに分けて学習活動を展開している。

教育目標を「一人一人が主体的に学Ϳ教育の推進」と

し、卒業後の生活や共生ࣾ会の実現を見ਾえた教育活

動を行っている。また、ຊ校のあるધࢢڮは、「スポー

ツ݈߁ࢢ」としてスポーツがんなҬであり、ຊ

校も開校以དྷ、体育指導に力を入れている。

ຊ研究は学習指導要領の育成を目指す資質・能力の

ࡶづいた体育指導を通して、ෳجつのப（図１）にࡾ

でকདྷを༧ଌすることがࠔとなることが༧される

ࣾ会を生きるための力を育むため、「主体的・対話的で

深い学び」のࢹからの授業改ળを行うこととした。

図１　育成を目指す資質・能力のࡾつのப

ᶘ　研究の֓要

１　主題ઃఆの理由

課̖ఔの体育では、運動やスポーツの多様な楽しみ

方（する・みる・支える・知る）を卒業後もࣾ会で実

践できる資質・能力の育成を目指している。その中で、

様ʑな運動やスポーツを経験し、勝つتびや負けるչ

しさ（競争）、動きや考え、気持ちを仲間と共に創り上

げていく（共創）という体育ならではの経験を味わえ

るようにしている。

しかし、肢体不自由のある̖課ఔの生徒の実態は、

運動ػ能の障害にՃえ、֮ײ、知֮、認知の発ୡに

れがあり、活発な体活動がしい。また、自発的

な発ޠがগない生徒、自分の思いや考えを言葉で伝え

ることがしい生徒もいる。授業に͓いて、生徒たち

が「主体的に学Ϳ」ためには、一人一人が運動やス

ポーツとしっかりき合うことで、「どうしてだΖう」と

いういや、「こうしてみたい」「解ܾしたい」という

課題を解ܾする意識をもたせることが必要である。そ

のために教師は、生徒たちのڵ味・ؔ ৺、これまでの

学習の積み上げなど、�生徒の実態をしっかりとଊえた

上で、औりѻう運動やスポーツをબఆし、指導・支援

を工夫していくことが大切になる。また、生活体験が

不していることから的に表現する言葉が多用さ

れ、ޠኮがしく、自分の思いや考えを言葉で伝える

ことがしい生徒もいる。教師や生徒ಉ࢜がײ情・思

考をಡみऔり、共ײしたりหしたりすることで「対

話的な学び」�が成立すると考える。そのため、運動の

行い方やルール、教ࡐの工夫がٻめられる。

２　目的

ຊ研究は̖課ఔ体育「車いすラグビー」の授業を通

して、主体的・対話的で深い学びを実現させる体育の

授業を開発することを目的とする。

ᶙ　方๏

１　対

中学෦̖課ఔ໊̏、高෦̖課ఔ̔ （໊உ໊̒ࢠ、

の࣬පがあったり、進行ױである。৺࣬（໊̑ࢠঁ

性の障害を๊えていたりし、日常生活に͓いて、෦分

的または全໘的に支援を必要としている。また、ۓے

ுがڧい生徒や体の変ܗが進行している生徒などが͓

り、様ʑな場໘で݈߁状態のྀが必要である。運

動໘では、ಠาでのҠ動がՄ能な生徒が໊̐、車い

すҠ動の生徒が̓ （໊ి動車いす２໊）である。݈ 状߁

態に応じて、า行と車いすをซ用したり、ΥーΧー

を用したりする生徒もいる。また、まͻがڧくస

しやすい生徒、進行性の障害によるے力Լがみられ
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Ճすることができる。そのため、発ୡஈ֊に෯のあࢀ

る生徒たちにもऔりみやすい運動と考えられる。

図２　車いすラグビーίート

（̟ ̧̬ 2̛022車いすラグビー競技نଇより引用）

図̏　ຊ校体育ؗにઃஔしたίート

２　車いすラグビーのルール

（１）ゲームは̑対̑で行い、બ手ަに人੍限

　　　　はない。

（２）Ϙール運び　

・ランɿબ手１人１人に持ち࣌間があり、その࣌

間内でランでのҠ動がՄ能。持ち࣌間をӽえた場

合、ଇとし、λーンΦーόー（߈कٯస）とな

る。持ち࣌間は、બ手の実態によってҟなる（̑

ඵબ手、１０બ手など）。

・パスɿげてもసがしてもよい。相手がΩϟッ

チできなくても車いすや体の一෦がϘールに৮

れればパス成立となる。

（̏ ）λックルはࢭېとし、相手のλグをऔること

　　　　でλーンΦーόーとする。

ྀが必要な生徒、様ʑである。ίϛϡχέーγϣ

ン໘では、全ての生徒が会話でのやりऔりができる。

٣Իがある生徒、発や発Իがはっきりとしていない

生徒もいるため、発言をฉくࡍは、Ώっくり࣌間をか

けたり、生徒とのڑײを調したりしている。

２　授業のܗ態

中学෦と高෦の̖ 課ఔ合ಉで授業を実施した。ຖ

ि༵日 ・̑̒ 校１２）࣌ɿ̑ ̑ʙ１̐ ɿ̏ ０）が授

業࣌間となって り͓、活動場所は体育ؗである。ർ࿑

が積しやすい生徒が多いため、దٓ࣌ܜٳ間をઃఆ

しながら授業を展開した。

　̏実施ظ࣌

車いすラグビーの単元は、ྩ ݄̑̐１̏日（）

ʙྩ݄̑̓１̏日（）の合計１２回であった。

　̐実施者

ච者（特別支援学校でのอ݈体育科指導ྺ１１）

が主指導を行い、他の̖課ఔ৬員（ӳޠ科１໊ 、学

科２໊、ޠࠃ科１໊ 、理科１໊ 、ࣾ 会科１໊ ）̒ ໊が

෭指導者として授業を展開する。̖課ఔの授業で།一

ティーム・ティーチングを行っている。

ᶚ　授業実践

１　単元について

単元໊は「車いすラグビー」。

ฏ成２ࣔ̕ࠂの中学校学習指導要領のอ݈体育ฤ

「体育分」領Ҭ「̚ٿ�技　ア�ΰールܕ」、ฏ成̏０

ࣔࠂの高学校指導要領のอ݈体育ฤ「体育」領Ҭ

。をडけてઃఆした「ܕ技　ア�ΰールٿ�̚」

車いすラグビーは࢛肢に障害をもつ者が行うパラス

ポーツで、όスέットϘール、ラグビー、アイスϗッ

έーなどの要ૉを࠾り入れ、Χφμで考Ҋされた。車

いすಉ࢜がͿつかり合い、Ϙディίンλクトがあるの

が特のパラリンϐックਖ਼ࣜछ目である。ຊ単元でऔ

りѻう車いすラグビーは、ࡍࠃルールをもとに、λグ

ラグビーの「λグをऔることで相手の動きをࢭめる」

とϋンυサッΧーの「Χント内で動く」の要ૉを࠾

り入れたຊ校ಠ自の߈कࠞ合ܥਞऔりΰールܕのٿ技

である。特性としては、相対する２チームがϘールを

持ってランでҠ動し、パスをつないで߈めたり、相手

にಥഁされないようにकったりしながらΰールライン

までϘールを運Ϳこと（トライによる得）を競い合

う運動である。車いすラグビーは、他のٿ技にൺべて、

ゲームに必要なݸ人的技ज़がқしく、容қにゲームに

・ίートのサイζをެࣜ競技نଇ（図２）よりখ

さめにઃఆ。

・ർれやすい生徒が多いこと、トライの場໘が多

くなること、ゲームに出場している生徒全員が

パスをडけられるようにすることを考ྀし、

খさめのίートにした。（図̏）
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・車いすを用する生徒は、Ϙールをอ持しながら

Ҡ動することがしいため、か͝ をண用する。

・̓ ఆしたランプϨイがՄ能となる。

（̐ ）競技࣌間は、１ϐリΦυ̒分間で２ϐリΦυ

行う。ϐリΦυ間のインλーόルは̑分間。ୈ

２ϐリΦυऴྃ後に勝敗がܾまっていない場合

は、̏ 分間のԆ長ϐリΦυを行う。ίートチΣ

ンジは行わない。

（̑）トライは、Ϙールอ持者がっている車いす

の前後ྠ̐ྠのうち２ （ྠ立Ґのબ手は྆）

が、相手ଆのΰールライン上にୡするか通աし

ている状態で得となる。

（̒）ϑΝルまたはόイΦϨーγϣン（ଇ）が

あった場合は、λーンΦーόーとなり、その場

からゲームを࠶開する。

（̓ ）Ϙールがίート外に出た場合は、出た場所か

らスローインでゲームを࠶開する。トライ後は、

自ਞのΰールラインからゲームを࠶開する。

図̐　λグをண用したબ手

　̏主体的な学びの実現

運動の特性（楽しさ）を理解する

車いすラグビーの特性（楽しさ）は、「仲間と協力し

てトライを目指す」である。導入࣌、車いすラグビー

の紹介として、パラリンϐックの映像や教師のデモン

ストϨーγϣンを見学してルールを理解できるように

した。また、映像の中で、બ手ୡのϘールૢ作やϘー

ルを持っていないときの動き、どのような作戦を考え

ているのかなどにண目して観察するようにଅすことで、

ゲームの進め方に見通しがもてたと考える。

҆全໘のྀを行う

楽しく活発に活動するためには、生徒たちが҆৺し

て活動できる環境をえることが必要不Մܽである。

授業を行う前に車いすラグビーのҹをฉくと、「ා

い」「Ϳつかる」などといった対人プϨーに対するڪා

৺をもつ生徒が多かった。このようなことから、λッ

クルのような対人プϨーをなくし、体৮がないこ

とやϘールを持って自由にҠ動できるようにし、ࢀՃ

する生徒全員が楽しめるようにྀした。さらに、最

ѱをఆして、อޢやϑットΨーυのண用をٛ化

した。

図̑　ϑットΨーυ

ルールや用具の工夫

多様な実態の生徒たちが、ともに車いすラグビーに

Ճでき、その技能を習得するためにルールや用具をࢀ

工夫した。ルールについては、生徒から出た意見を大

切にし、「こういう工夫があれば、もっと動ける」「こ

のルールを変ߋすればެฏになる」などの意見をࢀ考

に、分かりやすく、活動しやすいルールを生徒たちと

一緒に作り上げた。また、用具の工夫では、ެ をٿࣜ

ѻうことがしく、ιϑトόϨーϘールに変ߋしたこと

でૢ作しやすくなった。Ϙールをอ持し続けること

がしい生徒は、ઐ用のか （͝図̒）を車いすにண用

し、ゲームにࢀՃした。全ての生徒が活躍するにはど

のようなアϨンジが必要かを常に考えݕ౼した。

図̒　ランҠ動࣌のϘール入れ

・車いすબ手は、車いすにλグをண用。（図̐ࠨ）

・ಠาબ手はࠊに２ຊண用。車いすબ手がλグをऔ

りやすいように２ຊとなっている。（図̐ӈ）

・λグをୣい合うことで、λーンΦーόーを目指す。

・৮するݥة性があるため、ϑットΨーυ（図̑）

をண用し、έΨのࢭにめる。

・ランの持ち࣌間を表ࣔし、৹に分かりやすく伝

える。
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自ݾの技能の自信

運動やスポーツをすることが「得意」とײじている

生徒がগない。運動にؔして、「自分もできた」といっ

た成功体験がগなく、自ݾの技能に自信がもてない現

状がえる。技能習得のため、「Ϙールૢ作（ラン・パ

ス）」と「Ϙールを持たない動き（ۭ間を作り出す動き）」

のૅج的な技能を高めるため、動きのポイントを確認

しながら学習を進めた。作戦Ϙーυやૅج的な動きを

紹介する学習プリントを活用するなどの教ࡐを工夫し

た。また、ランとパスというൺֱ的؆単な技能で得

を得られるという車いすラグビーのྑさを生かして、

全ての生徒が得（トライ）する楽しさやتびを味わ

うことができるようにした。

　̐対話的な学びの実現

話し合い活動のॆ実

課題解ܾ活動やゲームの中で、チームಠ自の作戦を

考えたり、ゲーム状گの中で最దな作戦をબしたり

する場໘をઃఆするなど、話し合いが必要な場໘を意

図的にઃఆした。作戦やチームの課題について、話し

合いをする中で、仲間のྑい動きを見つけ、ݸ人や

チームの動きにऔり入れていくような授業となった。

また話し合いをするࡍは、自分の考えを伝えやすい

ように「作戦会議のଋ」（図̓）を提ࣔした。ଋに

づき、単元が進むにつれて、話し合いが活発となっج

た。話し合いがఀしたときは、ώントとなる教ࡐを

提ࣔしたり、֤ チームに所ଐしている教師が話し合い

にࢀՃしたりして対応した。ゲーム後に振り返りをし

やすくするため、作戦会議の内容を記する学習プリ

ント（図̔）を४උし、授業のまとめの࣌間に活用した。

図̓　作戦会議のଋ

図̔　作戦会議記用ࢴ

ॿけ合い・学び合い・教え合いを深める

全ての生徒が車いすラグビーに積ۃ的にࢀՃし、

仲間とのॿけ合い・学び合い・教え合いの中で、全員が

楽しめる学習を展開した。チームの課題解ܾ活動では、

共通の目標を明確にしたことで、技能の習得にޮ果が

得られるとともに、仲間との協力やチームのஂ結力を

高めることにつながった。共通の目標をઃఆすること

で、作戦Ϙーυ（図̕）を積ۃ的に活用し、互いに

をかけ合いながら学習にऔりんだ。チームの作戦を

立てる活動を通して、互いを認め合ったり、協力し合っ

たりし仲間意識を高められた。そして、仲間の長所

を作戦にりࠐむことが૿えた。

図̕　作戦Ϙーυ（ίート図）

　̑深い学びの実現

̞̘ の̩活用

仲間と考えた作戦や自分や仲間の動き、そして対戦

相手の動きを知識・理解としては深められた。しかし、

実ࡍの技能や動きとしてつなげることはしい。また

生徒たちは、ゲームで勝つためにどのような工夫が必

要かを考えるようになった。そこで、λϒϨット

を活用し、画した映像を見ることで、Ϙディーイϝ
・話し合い活動（作戦会議）のࡍ、提ࣔした。

・考えたことを言葉で表現するたけでなく、記

としてもまとめる。

・作戦会議のࡍに、֤ チームに１つͣつし、チー

ム内でポジγϣンや動きを確認できるように

する。

・仲間の動き、相手の動きを֮ࢹ的に分かりやすく

する。
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ージを高めたり、自分やチームの動き、相手チームの

動きを客観的にとらえたりして、考えを深めることが

できた。作戦会議の中でも、映像を見ながら話し合う

ことで新たな意見や考えが生まれるようになった。

（図１０、図１１）

図１０　見学者による撮影

図１１　映像を元に話し合い活動

振り返り学習

単元の最後には、振り返り学習を丁寧に行った。車

いすラグビーで気づいた自分の長所や課題、自分の長

所をチームにどのように生かしたのかなど記入してい

た。また、体育の授業以外の日常生活や他教科の授業

で生かしていきたい内容を記入する生徒もいた。体育

の授業を通して、学習指導要領の育成を目指す資質・

能力を育むことができた。

Ⅴ　考察

主体的・対話的で深い学びを実現させるためには、

前提として運動やスポーツを「楽しむ」ことが大切で

ある。楽しいから「もっとやりたい」「もっと知りたい」

という思考・意欲が生まれ、成功体験を積み重ねるこ

とで自信がつき、生徒の主体性を引き出せたと考える。

また、スポーツの醍醐味でもある「勝敗を競う（競争）」

中で「勝ちたい」という明確な目標が生まれる。そし

て、チームで作戦を立てる活動を通して、互いを認め

合ったり、協力し合ったりし、仲間と協働して動きや

考えを創り上げていく（共創）の意識が高まる。さら

に、チームとして「もっとうまくなりたい」「もっと勝

ちたい」という気持ちになり、活発な対話が生まれ、

トップアスリートはどのような作戦を考えているのか

自分たちで調べるようになった。学んだ知識、調べた

情報をゲームの中でどう表現するのかを話し合い、練

習計画を立て、ゲームに臨むようになった（知識・技

能の習得、情報収集）。ゲームの結果によって、「なぜ

勝てたのか、なぜ負けたのか」を振り返り分析し、次

のゲームに生かしていくことが大切である。このよう

な流れで授業の展開を繰り返したことで、主体的・対

話的で深い学びの体育の授業が展開できたと考える。

（図１２）

図１２　体育の授業のサイクル

Ⅵ　まとめ

今回の研究では、肢体不自由をもつ特別支援学校に

在籍する生徒の実態が多様化する中で、生徒一人一人

の障害の状態に応じた運動やスポーツの楽しみ方を伝

える必要があることがわかった。そのために、教師と

生徒が協力し、ルールや用具の工夫を行う。どのよう

な工夫があればもっと活動しやすくなるのかを体験的

に理解することにもつながる。学校外や卒業後の生活

で、活動する場が変わったとしても、自分に必要な工

夫を周囲に伝えることができれば、どのような環境で

も学び続けることができると考える。

また、体育の授業サイクルを他教科でも活用し、主

体的・対話的で深い学びが全ての教科で実現できるよ

うにしていきたい。体育の授業では、他教科担当の教

員と一緒にティーム・ティーチングで実施してきた。

体育での経験を他教科の授業で生かしてもらいたい。

最後に、肢体不自由の体育では活動できるスポーツ

が限られていると言われている。今回の実践のように、

全ての生徒が活躍できるスポーツを作り上げ、他校に

紹介し、実施してもらう。そのスポーツがさらに広が

り、大会を実施できるようになれば、パラスポーツの

推進にもつながると考える。

【引用文献】

千葉県教育委員会（2022）「思考し、表現する力」を

高める実践モデルプログラム（改訂版）
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《優秀賞》 個人・グループ部門

全校児童と交流をした知的障害特別支援学級による川上小郵便局活動
～コロナ禍の子ども達を元気にする実践をめざして～

上  代 　  繁教諭
八街市立川上小学校
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《優ྑ賞》 学校部門

学校ڭҭඪͷ࣮ݱに͚たΧϦΩϡϥϜ・Ϛωδϝϯτ
～૯߹తͳ学शのؒ࣌をத ͱ֩し ΧͨϦΩϡϥϜɾσβΠϯͱͦ のධՁ～

ԕ ౻ 　 ܙ ඒ 子校
ా市立༄小学校
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《優ྑ賞》 学校部門

ର5+0ܕͷػをੜ͔した校ݚमମ੍ͷࡏΓํ
～ಓಙՊσβΠϯγʔτɺݚؒ࣌मのఆྫԽを௨して～

Ѵ市立ׁׯ小学校
Ճ  ౻　༝ඒ子校
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《優ྑ賞》 学校部門

ਐΜͰ学श͢るࢠͲͷҭをΊ͟しͯ
～子どもに学शྗをè 教ࢣにतྗۀをè ʮؗ小ϞσϧʯͰのऔ～

ਆ ࡞ 　 ਖ਼ 校
小学校ࢁ市立ؗࢁؗ

– 47 –



– 48 –



– 49 –



– 50 –



– 51 –



《優ྑ賞》 学校部門

学校ڭҭ活動全ମͰ͓͜ͳ ʮ͏ࣗΒ͑ߟる人ڭݖҭʯ
～ʮଟ༷ੑをೝめ߹ る͑Ժ͔ͳ教ҭͮ͘ڥ Γʯをࢦして～

৽  ෦ 　 　 ૢ校
市川市立ୈ࢛த学校
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《優ྑ賞》 個人・グループ部門

Ұ人Ұ人ͷڭҭ的χーζにԠ͡たࢦಋ・支援ͷਪਐとମ੍ͮ Γ͘
～௨ৗの学ڃに͓͚るɺ学ͼに͘ にࢉܭҼのݪ͕͞ ·͖ͭͣ ͕͋るࣇಐにରしɺͭ ·͖ͣ のݪҼをѲしɺ

ͨͬ߹のχʔζにݸ 学ͼしを௨して ·͖ͭͣ をղফするͱͱもにঢ়گにԠ͡ てదͳब学ࢦಋに݁ͼ͚るऔ～

ௗ ւ  ກ ඒ教諭
ҹ市立ຊ೮小学校
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《ྭ賞》 学校部門

ڭࢱҭを֩としたҬ࿈ܞとڭҭͷฏৗԽ͚ͯͷ࣮ફ
～ओମతにऔΓΈɺߟࢥしදݱしΑ͏ͱするࣇಐのҭをࢦして～

Ѵ市立த小学校
ே  　ਅ༝ඒ校
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《ྭ賞》 学校部門

学ྗ上プϥϯʮদέଚक़ʯͷਪਐ
～৺๛͔Ͱҙཉతに学ͼɺ৺ͱもにͨ͘·し͍ੜెのҭをࢦして～

ҏ  ౻ 　 ๕  ਔ校
ઍ༿市立দέٰத学校
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《ྭ賞》 個人・グループ部門

Ҭͷよ͞՝に͖ͮؾɺよΓよ͍ະདྷをΓग़し͍͚ͯる児童ͷҭ
～ʮ市ຽָ͕しめるחέ୩ελδΞϜʯをܭըɾఏҊする実践を௨して～

ຊ ٶ 　 ३ ฏ教諭
έ୩市立෦小学校ח
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《ྭ賞》 個人・グループ部門

ʮओମ的に学Ϳཱࣗした学शऀʯをҭͯるཧՊڭҭͷΞプϩーν
～ϦεΩϦϯάを௨して教ࣗࢣもʮΞΫςΟϒɾϥʔナʔʯ～

ࡾ ڮ 　 ษ代ද ઍ༿市立川ށ小学校 校
ઍ༿市ཧՊ教ҭʮΞϧςϛεのձʯ

– 98 –



– 99 –



– 100 –



– 101 –



– 102 –



《ྭ賞》 個人・グループ部門

த学校Ͱͷࣗด・ॹ障害特別支援学級に͓͚るʮ๙ΊるʯʮೝΊるʯ͜とͷ༗༻ੑ
～ʮຊҰ๙めͪ͗るಛผࢧԉ学ڃʯをࢦして～

 Ӭ 　प ฏ教諭
ദ市立ాதத学校
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《ྭ賞》 個人・グループ部門

ʢӜཱ҆ࢢೖધத学校ͷʣੜె͕ࣗΒ学ͼɺࣗߠݾఆݾࣗ・ײ༗༻ײをߴΊる࣮ફ
～ࣗଚײ͕ਂ·るࢦಋのࡏΓํ～

  ᖒ 　 ݈  ೋ校
Ӝ҆市立෦小学校
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ʬՂ࡞ʭ

学校෦

ઍ༿市立ߋՊ小学校 校 小ن校の小தҰ؏教ҭに͓͚るΩϟϦΞ教ҭの実践ڮࡾ　め͙ Έ

ઍ༿市立௩小学校 校 Βࣗ͑ߟɺ֬ ͔に学ͼ߹͏ ಐのҭେࣇ  　 Ү ೫

ా市立ా小学校 校 学校ɾՈఉɾҬ͕࿈ܞɾڠಇしͳ Β͕։͔Εͨ教ҭ՝ఔ実ݱのͨめの
ʮ学ͼのਤʯを࡞するͨ めのํ๏のҰ܅ߟ ௩ 　 ৴ 

子市立൧প小学校 校 ओମతにؔΘΓɺ๛͔ͳମݧを௨してਂ͍学ͼを実ݱするҬ࿈ܞのࡏΓํத　 ত ਔ

౦ۚ市立ಖྮ小学校 校 Βࣗ͑ߟɺදݱするͨ ·͘し͍จԽਓのҭதా 　  ໌

市立౦小学校ࢁ 校 ࣗのߟ を͑ܗͰ͖ るࣇಐのҭླ  　 ݡ ࢘

小学校ࢁொ立ࣳࢁࣳ 校 Βࣗ͑ߟɺදݱする͜ ͱ͕ Ͱ͖ るࣇಐのҭࠜ ຊ 　 　 ರ

౦த学校ࠤ市立ࠤ 校 Ҭͱの࿈ܞを׆ し͔ͨ子どもの৺をҭてる学校ܦӦՃ ౻ 　 ߁ உ

ਓɾάϧʔϓ෦ݸ

ೝఆ ど͜もԂ　ઍ༿ܟѪظେ学ෟଐ༮ஓԂ 教諭

ӡಈにۤखҙࣝをもͭ ੜెのׂ߹をݮগͤ͞るɺମҭのतۀに͓͚る
�ͭのͱ実践ྫ

011"γʔτを׆༻しɺࣇಐͱ教͕ࢣ୯元のڞ༗ԽをਤΓɺ୳ڀするաఔに
ͭͳ͕るࢦಋ๏の

ੁ ౻ 　  

ઍ༿ݝ立দށೆߴ学校 教諭

৺͕ಈ͖ してࢦをڥをҭΉԂఉੑײ

࠭ ଜ 　 ਗ਼ ࢙

ઍ༿ݝ立দߴࡍࠃށ学校 教諭 ʮ෦׆ಈにؔするҰߟʯഡ ݪ 　 ར 

ઍ༿市立ોզ小学校 教諭 ઓ૪学शをࣗ ࣄͱしてଊ る͑ྺ࢙ೝࣝの֫ಘをࢦしͨ教ࡐ։ൃࡾ ڮ 　 ণ ฏ

शࢤ市立প小学校 教諭 ޱࢁ 　 ॱ 

Ӝ҆市立౦小学校 教諭 ʮݸผ࠷దͳ学ͼʯを։ൃする実践ଇ 元 　 　 ྄

ദ市立小学校 教諭 ϥϯυγεςϜを׆༻しͨतۀのڀݚͱ実践தౡ 　 Ղ 子

ദ市立দ༿ୈೋ小学校 教諭 तۀに͓͚るࣗ てງ͚ըతͳҭにܭಋྗのࢦݾ ӽ 　 　 ཛྷ

ས小学校ࢁ街ಓ市立࢛ 教諭 ̜̞̜̖ εΫʔϧߏをੜ し͔ͨ学校のੑ׆Խͱಇ͖ ํվֵのਪਐށ ా 　 େ ี

େനཬ市立ਸ਼ึ小学校 教಄ ਓ̍̍ を׆༻しͨԕִަྲྀ学शに͓͚る教ҭతޮՌのڀݚ౻ ࢬ 　 　 実

市ݪ市立ޒҪத学校 教諭 ̞̘ ̩ར׆༻にΑるओମతɾڠಇతͰਂ͍学ͼの実践ே ੜ 　  

দށ市立小ۚத学校 教諭 .JDSPTPGU 5FBNTを༻͍ͨh 学ͼ߹͍ʱ小  　 ༸ ࢘
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